
安全データシート安全データシート安全データシート安全データシート安全データシート   

発行日発行日発行日発行日発行日  2021-4-01  改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日  2021-4-02  改定番号改定番号改定番号改定番号改定番号  1  

1：：：：： 化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報化学品及び会社情報 

製品名製品名製品名製品名製品名 ThreeBond 6154P 

化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限化学品の推奨用途及び使用上の制限 
推奨用途推奨用途推奨用途推奨用途推奨用途 塗料  

安全データシート の供給者の詳細安全データシート の供給者の詳細安全データシート の供給者の詳細安全データシート の供給者の詳細安全データシート の供給者の詳細 
供給者供給者供給者供給者供給者 スリ ーボンド ファ インケミ カル株式会社 

〒252-0146 神奈川県相模原市緑区大山町1-1  

緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号緊急連絡電話番号 042-703-7126 (SDSに関するお問い合わせ) 
0120-56-1456 (商品の技術に関するお問い合わせ)  

2：：：：： 危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約危険有害性の要約 

GHS - 分類分類分類分類分類  

急性毒性(経口) 分類できない  
急性毒性(経皮) 分類できない  
急性毒性(吸入) - ガス  区分に該当しない  
急性毒性(吸入) - 蒸気 分類できない  
急性毒性(吸入) - 粉塵/ミ スト  分類できない  
皮膚腐食性／刺激性 分類できない  
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分 2B  
呼吸器感作性 分類できない  
皮膚感作性 分類できない  
生殖細胞変異原性 分類できない  
発がん性 分類できない  
生殖毒性 区分 1A  
授乳に対する又は授乳を介した影響 授乳に対する又は授乳を介した影響は

ない  
特定標的臓器毒性(単回ばく 露) 区分 2  

区分 2  腎臓。   
区分 3  標的臓器影響：   麻酔作用, 呼吸器刺激性。   

特定標的臓器毒性(反復ばく 露) 区分 2  
区分 2  呼吸器, 中枢神経系, 腎臓。   

誤えん有害性 分類できない  
水生環境有害性　 短期(急性) 分類できない  
水生環境有害性　 長期(慢性) 分類できない  
オゾン層への有害性 分類できない  

GHSラベル要素ラベル要素ラベル要素ラベル要素ラベル要素 

注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語注意喚起語 危険  
危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報危険有害性情報  
H320 - 眼刺激
H350 - 発がんのおそれ
H360 - 生殖能又は胎児への悪影響のおそれ
H371 - 臓器の障害のおそれ

エアゾール  区分 2  
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H335 - 呼吸器への刺激のおそれ
H336 - 眠気又はめまいのおそれ
H373 - 長期にわたる、 又は反復ばく 露による臓器の障害のおそれ  
H223 - 可燃性エアゾール
H229 - 高圧容器： 熱すると破裂のおそれ  

H371 - 以下の臓器の障害のおそれ：   腎臓。   
H373 - 長期にわたる、 又は反復ばく 露による以下の臓器の障害のおそれ：   呼吸器, 中枢神経系, 腎臓。   

注意書き注意書き注意書き注意書き注意書き    
安全対策安全対策安全対策安全対策安全対策

使用前に取扱説明書を入手すること 。
全ての安全注意を読み理解するまで取り 扱わないこと 。
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること 。
取扱い後は顔、 手、 露出した皮膚をよく 洗う こと 。
粉じん／煙／ガス／ミ スト ／蒸気／スプレーを吸入しないこと 。
この製品を使用するときに、 飲食又は喫煙をしないこと 。
屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること 。
熱、 高温のもの、 火花、 裸火及び他の着火源から遠ざけること 。 禁煙。
使用後を含め、 穴を開けたり 燃やしたり しないこと 。
裸火又は他の着火源に噴霧しないこと 。   

応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置

ばく 露又はばく 露の懸念がある場合： 医師の診察／手当てを受けること 。
ばく 露又はばく 露の懸念がある場合： 医師に連絡すること 。   
眼に入った場合： 水で数分間注意深く 洗う こと 。 次にコンタクト レンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと 。 その後も洗
浄を続けること 。
眼の刺激が続く 場合： 医師の診察/手当てを受けること 。   
吸入した場合： 空気の新鮮な場所に移し 、 呼吸しやすい姿勢で休息させること 。
気分が悪いときは医師に連絡すること 。   
保管保管保管保管保管

施錠して保管すること 。
換気の良い場所で保管すること 。 容器を密閉しておく こと 。
日光から遮断し 、 40 °C以上の温度にばく 露しないこと 。   
廃棄廃棄廃棄廃棄廃棄

内容物／容器は都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に依頼して廃棄すること 。   

他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性他の危険有害性  

軽度の皮膚刺激。   

3：：：：： 組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報組成及び成分情報 

化学物質化学物質化学物質化学物質化学物質・・・・・混合物の区別混合物の区別混合物の区別混合物の区別混合物の区別 混合物  

化学品の名称 CAS番号 濃度又は濃度範囲( % ) 化審法番号 安衛法番号 
プロピレングリ コールモノ メ チルエ

ーテル 
107-98-2 1-<5 (2)-404,(7)-97 (2)-404,(7)-97 

ト ルエン  108-88-3 1.0 (3)-2,(3)-60,(3)-2,(3)-60 2-(8)-869 
ジメ チルエーテル 115-10-6 45-<55 (2)-360 (2)-360 

エタ ノ ール 64-17-5 0.1-<1 (2)-202 (2)-202 
石油ナフサ - 1-<5 - - 

ケロシン  64742-81-0 0.1-<1 - - 
1-ブタ ノ ール 71-36-3 0.1-<1 (2)-3049 (2)-3049 
アルミ ニウム 7429-90-5 1-<5 - - 
結晶質シリ カ  - 0.1-<1 - - 

シリ コーン樹脂、 エポキシ樹脂 - 5-<15 - - 
着色剤 - 1-<10 - - 

エーテル系有機溶剤 - 20-<30 - - 

当製品は、 生殖毒性区分１ 、 １ A、 １ B、 又は授乳に対する又は授乳を介した影響のための追加区分に分類される成分を0.1％以上
0.3％未満含有している。   

化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法(PRTR)
下表は、 記載されている、 該当すると考えられるカッ ト オフ値を超える成分を示す  

化学品の名称 CAS番号 金属、 CN、 F、 その他 変換係数 区分 政令番号 
ト ルエン  108-88-3 第1種指定化学物質 1-300 
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労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法  
通知対象物質
安衛法通知対象物質： 労働安全衛生法施行令別表第9(労働安全衛生法第57条の2および労働安全衛生規則第34条の2の4関係)  

化学品の名称 CAS番号 区分 政令番号 
プロピレングリ コールモノ メ チルエーテル 107-98-2 通知対象物質 496 

ト ルエン  108-88-3 通知対象物質 407 
エタ ノ ール 64-17-5 通知対象物質 061 
石油ナフサ 通知対象物質 330 

ケロシン  64742-81-0 通知対象物質 380 
1-ブタ ノ ール 71-36-3 通知対象物質 477 
アルミ ニウム 7429-90-5 通知対象物質 037 
結晶質シリ カ  通知対象物質 165-2 

表示対象物質
安衛法表示対象物質： 労働安全衛生法施行令別表第9(労働安全衛生法第57条および労働安全衛生法規則第33条関係)  

化学品の名称 CAS番号 区分 政令番号 
プロピレングリ コールモノ メ チルエーテル 107-98-2 表示対象物質 496 

ト ルエン  108-88-3 表示対象物質 407 
エタ ノ ール 64-17-5 表示対象物質 061 
石油ナフサ 表示対象物質 330 

アルミ ニウム 7429-90-5 表示対象物質 037 
結晶質シリ カ  表示対象物質 165-2 

毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法
該当しない  

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法)
優先評価化学物質  

化学品の名称 化審法 
ト ルエン  優先評価化学物質 

4：：：：： 応急措置応急措置応急措置応急措置応急措置 

一般的なアド バイス一般的なアド バイス一般的なアド バイス一般的なアド バイス一般的なアド バイス 治療を行う 医師にこの安全性データシート を示すこと 。  ばく 露又はばく 露の懸念がある場
合： 医師の診察／手当てを受けること 。   

吸入した場合吸入した場合吸入した場合吸入した場合吸入した場合 空気の新鮮な場所に移すこと 。  ばく 露又はばく 露の懸念がある場合： 医師の診察／手当て
を受けること 。   

皮膚に付着した場合皮膚に付着した場合皮膚に付着した場合皮膚に付着した場合皮膚に付着した場合 汚染された衣服及び靴を脱ぎ、 直ちに石けんと多量の水で洗う こと 。  症状が続く 場合に
は、 医師に連絡すること 。   

眼に入った場合眼に入った場合眼に入った場合眼に入った場合眼に入った場合 直ちに少なく とも 15分間まぶた(瞼)の裏側まで多量の水で洗う こと 。  洗っている間は眼を
大きく 広げてたままにすること 。  受傷部をこすらないこと 。  症状が続く 場合には、 医師
に連絡すること 。  刺激が生じて長引く ときは、 医師の手当てをう けること 。  コンタクト
レンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと 。 その後も洗浄を続けること 。   

飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合飲み込んだ場合 無理に吐かせないこと 。  水で口をすすぎ、 その後多量の水を飲むこと 。  意識のない者に
は、 何も口から与えてはならない。  医師に連絡すること 。   

急性症状及び遅発性症状の最も重要な急性症状及び遅発性症状の最も重要な急性症状及び遅発性症状の最も重要な急性症状及び遅発性症状の最も重要な急性症状及び遅発性症状の最も重要な

徴候症状徴候症状徴候症状徴候症状徴候症状 

利用可能な情報はない。   

応急措置をする者の保護に必要な注意応急措置をする者の保護に必要な注意応急措置をする者の保護に必要な注意応急措置をする者の保護に必要な注意応急措置をする者の保護に必要な注意

事項事項事項事項事項 

すべての着火源を排除すること 。  医療者が物質の関与を認識していることを確認し 、 彼ら
自身の保護及び汚染の拡大を防止するための措置を講じること 。  指定された個人保護具を
使用すること 。  詳細については項目8を参照。   

医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項医師に対する特別な注意事項 症状に応じて治療すること 。   

5：：：：： 火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置火災時の措置 

適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤適切な消火剤 粉末消火剤。  二酸化炭素(CO2)。  水噴霧。  耐アルコール泡消火剤。   

使ってはならない消火剤使ってはならない消火剤使ってはならない消火剤使ってはならない消火剤使ってはならない消火剤 高圧水で漏出物を散乱させないこと 。   
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特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性特有の危険有害性 発火のリ スク。  製品及び空容器を熱源及び着火源から遠ざけること 。  燃焼残留物や汚染
された消火水は現地の規制に従って廃棄しなければならない。  火災の場合には、 水噴霧で
容器を冷却すること 。   

引火性特性引火性特性引火性特性引火性特性引火性特性 容器が熱せられると破裂するおそれ。   

特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法特有の消火方法 水噴霧で容器を冷却すること 。   
大規模火災大規模火災大規模火災大規模火災大規模火災 警告： 消火の効果が得られない場合には水噴霧を使用すること 。   

消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び消火活動を行う 者の特別な保護具及び

予防措置予防措置予防措置予防措置予防措置 

消火を行う 者は自給式呼吸器及び消火活動用の完全装備を着用しなければならない。  個人
用保護具を使用すること 。   

6：：：：： 漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置漏出時の措置 

人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊人体に対する注意事項、 保護具及び緊

急時措置急時措置急時措置急時措置急時措置 

人員を安全な区域に退避させること 。  指定された個人保護具を使用すること 。  詳細につ
いては項目8を参照。  皮膚、 眼又は衣類との接触を避けること 。  十分換気されているか確
認すること 。  人員を漏出／漏えい(洩)の風上に遠ざけること 。  全ての着火源を排除するこ
と (近接区域は喫煙とし 、 裸火、 火花又は火炎を排除すること )。  フラッ シュバッ クに注意
すること 。  静電気に対する予防措置を講ずること 。  製品を取り 扱う ときは使用する全て
の器材を接地すること 。  漏出物に触れたり その上を歩いたり しないこと 。   

緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具緊急対応を行う 者のための保護具 8項で推奨されている個人用保護具を着用すること 。   

環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項環境に対する注意事項 7項及び8項に記載されている保護措置を参照すること 。  安全に対処できるならば、 それ以
上の漏えい(洩)又は漏出を防ぐこと 。  製品が排水路に入らないよう にすること 。   

封じ込め方法封じ込め方法封じ込め方法封じ込め方法封じ込め方法 リ スクを伴わずに可能ならば漏えい(洩)を止めること 。  漏出物に触れたり その上を歩いた
り しないこと 。  蒸気抑制泡を使用して蒸気を減らすことができる。  流去水を回収するた
めに液体流出物のかなり 前方に堤防を築く こと 。  排水路、 下水溝、 排水溝、 水路に入らな
いよう にすること 。  後で廃棄するために土、 砂又はその他の不燃性材料に吸収させて容器
に移すこと 。   

浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法浄化方法 静電気に対する予防措置を講ずること 。  せき止めること 。  不活性吸収材料で吸収するこ
と 。  回収して適切に表示された容器に移すこと 。   

二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策二次災害の防止策 汚染された物体及び区域を環境規則に従って十分に浄化すること 。   

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 その区域を換気すること 。  7項及び8項に記載されている保護措置を参照すること 。   

7：：：：： 取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意取扱い及び保管上の注意 

取扱い取扱い取扱い取扱い取扱い 

安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項安全取扱注意事項 個人用保護具を使用すること 。  蒸気又はミ スト を吸い込まないよう にすること 。  熱、 高
温のもの、 火花、 裸火及び他の着火源から遠ざけること 。 禁煙。  静電気の放電、 火災又は
爆発を防止するために、 この物質を移動するときは接地及びアース接続を使用すること 。  
局所排気換気装置を併用すること 。  火花を発生させない工具及び防爆型の機器を使用する
こと 。  スプリ ンクラーが装備された区域に保管すること 。  包装容器のラベルに記載の指
示に従って使用すること 。  皮膚、 眼又は衣類との接触を避けること 。  この製品を使用す
るときに、 飲食又は喫煙をしないこと 。  汚染された衣類及び靴を脱ぐこと 。  『 ８ ． ばく
露防止措置及び保護措置』 に記載の設備対策を行い、 保護具を着用する。   

衛生対策衛生対策衛生対策衛生対策衛生対策 この製品を使用するときに、 飲食又は喫煙をしないこと 。  汚染された作業衣は作業場から
出さないこと 。  機器、 作業区域及び衣類を定期的にクリ ーニングすることが推奨される。  
休憩前および製品の取扱い直後に手を洗う こと 。  皮膚、 眼又は衣類との接触を避けるこ
と 。   

保管保管保管保管保管 

安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件安全な保管条件 容器を密閉して乾燥した涼し く 換気のよい場所に保管すること 。  熱、 火花、 炎及び他の着
火源(例えば、 点火バーナー、 電気モーター及び静電気)から遠ざけること 。  適切な表示の
ある容器に保管すること 。  可燃性物質の近く には保管しないこと 。  スプリ ンクラーが装
備された区域に保管すること 。  個別の国内規制に従って保管すること 。  現地の規則に従
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って保管すること 。  施錠して保管すること 。   

8：：：：： ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置ばく 露防止及び保護措置 

設備対策設備対策設備対策設備対策設備対策 シャワー 
洗眼場 
換気システム。   

許容濃度許容濃度許容濃度許容濃度許容濃度  

化学品の名称 日本産業衛生学会 労働安全衛生法 作業環境評価基
準 - 管理濃度 

ACGIH TLV 

プロピレングリ コールモノ メ チ
ルエーテル 
 107-98-2 

- - STEL: 100 ppm 
TWA: 50 ppm 

ト ルエン  
 108-88-3 

TWA: 50 ppm 
TWA: 188 mg/m3 

Skin 
ISHL/ACL: 20 ppm 

20ppm TWA: 20 ppm 

エタ ノ ール 
 64-17-5 

- - STEL: 1000 ppm 

ケロシン  
 64742-81-0 

- - TWA: 200 mg/m3  total 
hydrocarbon vapor application 

restricted to conditions in which 
there are negligible aerosol 

exposures 
S* 

1-ブタ ノ ール 
 71-36-3 

Ceiling: 50 ppm 
Ceiling: 150 mg/m3 

Skin 
ISHL/ACL: 25 ppm 

25ppm TWA: 20 ppm 

アルミ ニウム 
 7429-90-5 

TWA: 2 mg/m3 
TWA: 0.5 mg/m3 

- TWA: 1 mg/m3  respirable 
particulate matter 

結晶質シリ カ  

  

TWA: 0.03 mg/m3 - - 

生物学的職業性ばく 露限界値生物学的職業性ばく 露限界値生物学的職業性ばく 露限界値生物学的職業性ばく 露限界値生物学的職業性ばく 露限界値  

化学品の名称 日本産業衛生学会 ACGIH 
ト ルエン  
 108-88-3 

0.6 mg/L - blood (Toluene) - within 2 h 
prior to end of shift at end of work week 
0.06 mg/L - urine (Toluene) - within 2 h 
prior to end of shift at end of work week 

0.02 mg/L - blood (Toluene) - prior to last 
shift of workweek 

0.03 mg/L - urine (Toluene) - end of shift 
0.3 mg/g creatinine - urine (o-Cresol with 

hydrolysis) - end of shift 

環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止環境ばく 露防止 屋内作業場で使用の場合は、 発生源の密閉化または局所排気装置の設置等の対策をする。  
取扱場所の近く に、 安全シャワー， 手洗い， 洗顔装置を設け、 その位置を明瞭に表示する
ことが望ましい。   

保護具保護具保護具保護具保護具 

呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具呼吸用保護具 【 換気が不十分な場合】 呼吸用保護具を着用すること 。   

手の保護具手の保護具手の保護具手の保護具手の保護具 適切な手袋を着用する。  不浸透性手袋。   

眼、 顔面の保護具眼、 顔面の保護具眼、 顔面の保護具眼、 顔面の保護具眼、 顔面の保護具 密封性の高い安全ゴーグル。   

皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具皮膚及び身体の保護具 適切な保護衣を着用する。  長袖の衣類。  耐薬品性エプロン。  帯電防止長靴。   

9：：：：： 物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質物理的及び化学的性質 
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形状形状形状形状形状 液体  
色色色色色 銀色  
臭い臭い臭い臭い臭い 溶剤臭  

10：：：：： 安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性安定性及び反応性 

安定性安定性安定性安定性安定性 通常の条件下で安定。  熱、 光により 、 重合する。   

危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性危険有害反応可能性 強酸化剤と反応し 、 火災の危険をもたらす。  塩基性物質、 還元剤と反応する可能性があ
る。   

避けるべき条件避けるべき条件避けるべき条件避けるべき条件避けるべき条件 熱、 炎及び火花。  直射日光。   

混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質混触危険物質 強塩基。  酸化性物質。  ハロゲン化金属。   

危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物危険有害な分解生成物 燃焼すると条件によって有害ガスが生成することがある。  一酸化炭素。  二酸化炭素
(CO2)。   

11：：：：： 有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報 
 
急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性急性毒性  
分類できない。   

毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度毒性の数値尺度  - 製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報  
 

以下の値は以下の値は以下の値は以下の値は以下の値はGHS文書の第文書の第文書の第文書の第文書の第3.1章に基づいて算出された章に基づいて算出された章に基づいて算出された章に基づいて算出された章に基づいて算出された   
ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - 粉じん粉じん粉じん粉じん粉じん／／／／／ミ ストミ ストミ ストミ ストミ スト ) 72.80  mg/l  
ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - ATEmix(吸入 - 蒸気)蒸気)蒸気)蒸気)蒸気) 187.6286  mg/l  

化学品の名称 経口LD50 経皮LD50 吸入 LC50 
プロピレングリ コールモノ メ チ

ルエーテル 
= 5000 mg/kg  ( Rat ) = 13 g/kg  ( Rabbit ) > 7559 ppm  ( Rat ) 6 h 

ト ルエン  = 2600 mg/kg  ( Rat ) = 12000 mg/kg  ( Rabbit ) = 12.5 mg/L  ( Rat ) 4 h 

ジメ チルエーテル - - = 164000 ppm  ( Rat ) 4 h 
エタ ノ ール = 7060 mg/kg  ( Rat ) - = 124.7 mg/L  ( Rat ) 4 h 

石油ナフサ > 6000 mg/kg  ( Rat ) > 5000 mg/kg  ( Rabbit ) > 8500 mg/m3  ( Rat ) 4 h 

特性特性特性特性特性 値値値値値  備考備考備考備考備考  •   •   •   •   • 方法方法方法方法方法  
融点融点融点融点融点/凝固点凝固点凝固点凝固点凝固点 データなし    
沸点、 初留点及び沸騰範囲沸点、 初留点及び沸騰範囲沸点、 初留点及び沸騰範囲沸点、 初留点及び沸騰範囲沸点、 初留点及び沸騰範囲 データなし    
引火性引火性引火性引火性引火性 データなし    
爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界爆発下限界及び爆発上限界／／／／／可燃限界可燃限界可燃限界可燃限界可燃限界  データなし   

可燃性又は爆発性の上限可燃性又は爆発性の上限可燃性又は爆発性の上限可燃性又は爆発性の上限可燃性又は爆発性の上限  
燃焼又は爆発の下限燃焼又は爆発の下限燃焼又は爆発の下限燃焼又は爆発の下限燃焼又は爆発の下限  

引火点引火点引火点引火点引火点 35  °C  セタ密閉式  
自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点自然発火点 データなし    
分解温度分解温度分解温度分解温度分解温度 データなし    
pH データなし    
動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率動粘性率 データなし    
粘度粘度粘度粘度粘度 データなし    
水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度水への溶解度 水に難溶   
溶解度溶解度溶解度溶解度溶解度 データなし    
ｎｎｎｎｎ －－－－－オクタ ノ ールオクタ ノ ールオクタ ノ ールオクタ ノ ールオクタ ノ ール／／／／／水分配係数(水分配係数(水分配係数(水分配係数(水分配係数(log値)値)値)値)値) データなし    
蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧 データなし    
相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度相対ガス密度 データなし    
相対密度相対密度相対密度相対密度相対密度 1.16   
粒子特性粒子特性粒子特性粒子特性粒子特性  

粒径粒径粒径粒径粒径 データなし    
粒径分布粒径分布粒径分布粒径分布粒径分布 データなし   
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ケロシン  > 5000 mg/kg  ( Rat ) > 2000 mg/kg  ( Rabbit ) > 5200 mg/m3  ( Rat ) 4 h 

1-ブタ ノ ール = 700 mg/kg  ( Rat ) = 3402 mg/kg  ( Rabbit ) > 8000 ppm  ( Rat ) 4 h 

結晶質シリ カ  = 7900 mg/kg  ( Rat ) > 5000 mg/kg  ( Rabbit ) > 2.08 mg/L  ( Rat ) 4 h 

略語及び頭文字  
Rat: ラッ ト   
Rabbit: ウサギ  

症状症状症状症状症状 眼の発赤および流涙を引き起こすおそれがある。   

製品情報製品情報製品情報製品情報製品情報  

経口経口経口経口経口 この化学物質または混合物の特定試験データはない。   

吸入吸入吸入吸入吸入 この化学物質または混合物の特定試験データはない。   

皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触皮膚接触 軽度の皮膚刺激。   

眼接触眼接触眼接触眼接触眼接触 この化学物質または混合物の特定試験データはない。  眼刺激。  発赤、 掻痒感、 及び痛み
を引き起こすおそれがある。   

皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性皮膚腐食性／／／／／刺激性刺激性刺激性刺激性刺激性 利用可能なデータに基づき、 分類基準を満たさない。  分類できない。  皮膚刺激のおそ
れ。   

眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性眼に対する重篤な損傷性／／／／／眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性眼刺激性 成分に対して利用可能なデータに基づく 分類。  眼を刺激する。   

呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性呼吸器感作性又は皮膚感作性 分類できない。   

生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性生殖細胞変異原性 変異原性が知られている又は変異原性が疑われる物質を含んでいる。  成分に対して利用可
能なデータに基づく 分類。  遺伝性疾患のおそれ。   

発がん性発がん性発がん性発がん性発がん性 発がん性が知られている又は発がん性が疑われる物質を含んでいる。  成分に対して利用可
能なデータに基づく 分類。  発がんのおそれ。  有害性を示す化学物質(シリ カ、 石英、 カー
ボンブラッ ク、 酸化チタン、 結晶質シリ カのう ち3項に表示されている化学物質)は製品中
に練り 込まれており 、 吸入性の粉じんにはならない。 意図される方法で使用、 または供給
される形態であれば、 本製品によって上記化学物質の有害性を受けることはない。   

以下に表が掲示される場合、 本製品に含有される発がん性物質の情報を示している。 表が掲示されない場合製品としてデータな
し 。   

化学品の名称 日本 IARC 
ト ルエン  
 108-88-3 

- Group 3 

エタ ノ ール 
 64-17-5 

1A Group 1 

結晶質シリ カ  

  

1A Group 1 
Group 3 

凡例凡例凡例凡例凡例  
IARC(国際癌研究機関)IARC(国際癌研究機関)IARC(国際癌研究機関)IARC(国際癌研究機関)IARC(国際癌研究機関)
グループ1 - ヒ ト に対する発がん性がある
グループ3－ヒ ト に対する発がん性について分類できない  

生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性生殖毒性 生殖毒であることが知られている又は疑われる物質を含んでいる。  成分に対して利用可能
なデータに基づく 分類。  生殖能又は胎児への悪影響のおそれ。   

特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露)特定標的臓器毒性(単回ばく 露) 国または地域で採用され、 安全データシート が準拠している世界調和システム(GHS)の分類
基準に基づき 、 こ の製品は急性のばく 露に起因し て全身標的臓器毒性を引き 起こ すと 判定
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さ れている。 (STOT SE)。  臓器の障害のおそれ。  呼吸器への刺激のおそれ。  眠気又はめま
いのおそれ。  有害性を示す化学物質(シリ カ )は製品中に練り 込まれており 、 吸入性の粉じ
んにはならない。 意図される方法で使用、 または供給される形態であれば、 本製品によっ
て上記化学物質の有害性を受けることはない。   

H371 - 以下の臓器の障害のおそれ：   腎臓。   

特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露)特定標的臓器毒性(反復ばく 露) 長期にわたる、 又は反復ばく 露による臓器の障害のおそれ。  有害性を示す化学物質(シリ
カ、 石英、 カーボンブラッ ク、 結晶質シリ カのう ち3項に表示されている化学物質)は製品
中に練り 込まれており 、 吸入性の粉じんにはならない。 意図される方法で使用、 または供
給される形態であれば、 本製品によって上記化学物質の有害性を受けることはない。   

H373 - 長期にわたる、 又は反復ばく 露による以下の臓器の障害のおそれ：   呼吸器, 中枢神経系, 腎臓。   

誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性誤えん有害性 利用可能なデータに基づき、 分類基準を満たさない。  分類できない。   

12：：：：： 環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報環境影響情報 

生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性生態毒性 分類できない。   

未知の危険有害性物質の濃度未知の危険有害性物質の濃度未知の危険有害性物質の濃度未知の危険有害性物質の濃度未知の危険有害性物質の濃度 混合物の 0 ％は水生環境に対する危険有害性が未知の成分で構成されている。   

化学品の名称 藻類/水生植物 魚類 甲殻類 
プロピレングリ コールモノ メ チ

ルエーテル 
- LC50: =20.8g/L (96h, Pimephales 

promelas) 
EC50: =23300mg/L (48h, Daphnia 

magna) 
ト ルエン  EC50: =12.5mg/L (72h, 

Pseudokirchneriella subcapitata) 
EC50: >433mg/L (96h, 

Pseudokirchneriella subcapitata) 

LC50: 11.0 - 15.0mg/L (96h, 
Lepomis macrochirus) 

LC50: 14.1 - 17.16mg/L (96h, 
Oncorhynchus mykiss) 

LC50: 15.22 - 19.05mg/L (96h, 
Pimephales promelas) 

LC50: 5.89 - 7.81mg/L (96h, 
Oncorhynchus mykiss) 

LC50: 50.87 - 70.34mg/L (96h, 
Poecilia reticulata) 

LC50: =12.6mg/L (96h, 
Pimephales promelas) 

LC50: =28.2mg/L (96h, Poecilia 
reticulata) 

LC50: =5.8mg/L (96h, 
Oncorhynchus mykiss) 

LC50: =54mg/L (96h, Oryzias 
latipes) 

EC50: 5.46 - 9.83mg/L (48h, 
Daphnia magna) 

EC50: =11.5mg/L (48h, Daphnia 
magna) 

5.46 - 9.83: 48 h Daphnia magna 
mg/L EC50 Static 

ジメ チルエーテル - LC50: >4.1g/L (96h, Poecilia 
reticulata) 

- 

エタ ノ ール - LC50: 12.0 - 16.0mL/L (96h, 
Oncorhynchus mykiss) 

LC50: 13400 - 15100mg/L (96h, 
Pimephales promelas) 

LC50: >100mg/L (96h, Pimephales 
promelas) 

LC50: 9268 - 14221mg/L (48h, 
Daphnia magna) 

EC50: =2mg/L (48h, Daphnia 
magna) 

9268 - 14221: 48 h Daphnia 
magna mg/L LC50 

石油ナフサ - LC50: =2200mg/L (96h, 
Pimephales promelas) 

- 

ケロシン  - LC50: =1740mg/L (96h, Lepomis 
macrochirus) 

LC50: =45mg/L (96h, Pimephales 
promelas) 

LC50: =4720mg/L (48h, 
Den-dronereides heteropoda) 

1-ブタ ノ ール EC50: >500mg/L (72h, 
Desmodesmus subspicatus) 

EC50: >500mg/L (96h, 
Desmodesmus subspicatus) 

LC50: 100000 - 500000µg/L (96h, 
Lepomis macrochirus) 

LC50: 1730 - 1910mg/L (96h, 
Pimephales promelas) 

LC50: =1740mg/L (96h, 

EC50: 1897 - 2072mg/L (48h, 
Daphnia magna) 

EC50: =1983mg/L (48h, Daphnia 
magna) 

1897 - 2072: 48 h Daphnia magna 
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Pimephales promelas) 
LC50: =1910000µg/L (96h, 

Pimephales promelas) 

mg/L EC50 Static 

結晶質シリ カ  EC50: =440mg/L (72h, 
Pseudokirchneriella subcapitata) 

LC50: =5000mg/L (96h, 
Brachydanio rerio) 

EC50: =7600mg/L (48h, 
Ceriodaphnia dubia) 

残留性残留性残留性残留性残留性・・・・・分解性分解性分解性分解性分解性 利用可能な情報はない。   

生体蓄積性生体蓄積性生体蓄積性生体蓄積性生体蓄積性 製品としてデータなし 。   

成分情報成分情報成分情報成分情報成分情報  

化学品の名称 分配係数 
プロピレングリ コールモノ メ チルエーテル 

 107-98-2 
-0.437 

ト ルエン  
 108-88-3 

2.7 

ジメ チルエーテル 
 115-10-6 

-0.18 

エタ ノ ール 
 64-17-5 

-0.32 

1-ブタ ノ ール 
 71-36-3 

0.785 

土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性土壌中の移動性 利用可能な情報はない。   

オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性オゾン層への有害性 分類できない。  利用可能なデータに基づき、 分類基準を満たさない。   

他の有害影響他の有害影響他の有害影響他の有害影響他の有害影響 利用可能な情報はない。   

13：：：：： 廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意廃棄上の注意 

残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物残余廃棄物 国、 都道府県、 および市町村の規制に従って廃棄すること 。  都道府県知事などの許可を受
けた産業廃棄物処理業者、 もし く は地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに
依託して処理する。  本製品を含む廃液及び洗浄排水を直接河川等に排出したり 、 そのまま
埋め立てたり 投棄することはしてはならない。   

汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装汚染容器及び包装 使用済みの容器・ウエス等も、 残余廃棄物と同様に処理する。   

14：：：：： 輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意輸送上の注意 

IMDG  
国連番号又は国連番号又は国連番号又は国連番号又は国連番号又はID番号番号番号番号番号 UN1950  
品名(国連輸送名)品名(国連輸送名)品名(国連輸送名)品名(国連輸送名)品名(国連輸送名) エアゾール  
説明説明説明説明説明 UN1950,  エアゾール, 2.1, (35°C c.c.)  
国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性
クラス)クラス)クラス)クラス)クラス) 

2.1  

海洋汚染物質海洋汚染物質海洋汚染物質海洋汚染物質海洋汚染物質 Np  
EmS番号番号番号番号番号 F-D, S-U  
特別条項特別条項特別条項特別条項特別条項 63,190, 277, 327, 344, 381, 959  

ADR  
UN/ID番号番号番号番号番号 UN1950  
正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名 エアゾール  
説明説明説明説明説明 UN1950, エアゾール, 2.１ , (E)  
国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性
クラス)クラス)クラス)クラス)クラス) 

2.1  

ERG コードコードコードコードコード  10L  
特例規定特例規定特例規定特例規定特例規定 327, 625, 344, 190  

IATA  
UN/ID番号番号番号番号番号 UN1950  
正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名 Aerosols, flammable  
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説明説明説明説明説明 UN1950,  Aerosols, flammable, 2.1  
国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性国連分類(輸送における危険有害性
クラス)クラス)クラス)クラス)クラス) 

2.1  

特例規定特例規定特例規定特例規定特例規定 A145, A167, A802  

国内規制国内規制国内規制国内規制国内規制  
UN番号番号番号番号番号 UN1950  
正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名正式輸送品目名 エアゾール  
説明説明説明説明説明 UN1950,  エアゾール, 2.1  
危険有害性クラス危険有害性クラス危険有害性クラス危険有害性クラス危険有害性クラス 2.1  
特例規定特例規定特例規定特例規定特例規定 63, 190, 327, 344, 959  

15：：：：： 適用法令適用法令適用法令適用法令適用法令 

国内規制国内規制国内規制国内規制国内規制 
化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法化学物質排出把握管理促進法(PRTR)
該当する  詳細情報については項目3を参照  
労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法
 

表示対象物質表示対象物質表示対象物質表示対象物質表示対象物質
安衛法表示対象物質： 労働安全衛生法施行令別表第9(労働安全衛生法第57条および労働安全衛生法規則第33条関係)  
通知対象物質通知対象物質通知対象物質通知対象物質通知対象物質
安衛法通知対象物質： 労働安全衛生法施行令別表第9(労働安全衛生法第57条の2および労働安全衛生規則第34条の2の4関係)  
労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法労働安全衛生法 作業環境評価基準作業環境評価基準作業環境評価基準作業環境評価基準作業環境評価基準 - 管理濃度管理濃度管理濃度管理濃度管理濃度
作業環境測定を行う べき作業場(労働安全衛生法施行令第21条及び作業環境評価基準 - 実行上の管理レベル)。  詳細な仕様につ
いては、 SDSの項目8を参照。   

毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法毒物及び劇物取締法
該当しない  
火薬類取締法火薬類取締法火薬類取締法火薬類取締法火薬類取締法
該当しない  
高圧ガス保安法高圧ガス保安法高圧ガス保安法高圧ガス保安法高圧ガス保安法
適用除外  
消防法消防法消防法消防法消防法：：：：：
引火性液体、 第4類、 第2石油類、 非水溶性液体、 危険等級 III、 1000リ ッ ト ル  
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(化審法)
優先評価化学物質  

化学品の名称 CAS番号 化審法 
ト ルエン  108-88-3 優先評価化学物質 

船舶安全法船舶安全法船舶安全法船舶安全法船舶安全法
詳細については項目14を参照  
航空法航空法航空法航空法航空法
詳細については項目14を参照  

16：：：：： その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 

改訂日改訂日改訂日改訂日改訂日 2021-4-02  

安全データシート で使用されている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データシート で使用されている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データシート で使用されている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データシート で使用されている略語及び頭文字のキー又は凡例安全データシート で使用されている略語及び頭文字のキー又は凡例  
凡例  8. ばく 露防止及び保護措置  

主要参照文献とデータの出典主要参照文献とデータの出典主要参照文献とデータの出典主要参照文献とデータの出典主要参照文献とデータの出典
JIS Z 7252:2019 GHSに基づく 化学品の分類方法。  JIS Z 7253:2019 GHSに基づく 化学品の危険有害性情報の伝達方法-ラベル, 作業
場内の表示及び安全データシート  (SDS)。   
免責事項免責事項免責事項免責事項免責事項
このSDSは、 JIS Z 7252:2019およびJIS Z 7253:2019の要件に準拠している。  この安全データシート に記載されている内容は、 発行
日時点の知見、 情報に基づき正確を期したものです。 ここに記載されている情報は当該製品の安全な取扱い、 使用、 加工処理、 保
管、 運搬、 廃棄、 漏えい時の処理など指針とすることのみを目的としたものであり 、 いかなる保証をするものではなく 、 また品質
仕様ではあり ません。 本文中に明記されている場合を除き、 他の何らかの材料と組み合わせて使用した場合、 または何らかのプロ
セスに使用した場合には、 有効でなく なる場合があり ます。   

TWA TWA(時間加重平均)  天井値 最大限界値  
* 皮膚兆候  + 
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